
 

 

 

円売りの巻き戻しも 

今週の外国為替市場では、円高・ドル安の進行を見込む声が多い。前週は堅調な米景気を

示す経済指標に よって米金利が急上昇したが、日米金利差拡大を背景にした円売り・ド

ル買いの動きは限られた。むし ろ、投機筋が積み上げた円売りの巻き戻しが優勢となり 7

日には 1ドル=142円台前半まで円高に傾いた。 米商品先物取引委員会（CFTC）による

とヘッジファンドなど投機筋の売買動向を示す「非商業部門」の 米ドルに対する円の売

り越し幅は記録的な高水準を維持している。あおぞら銀行の諸我晃チーフ・マー ケッ

ト・ストラテジストは「投機筋が円売りポジションを巻き戻し始めて円高が急に進む可能

性もある」 と指摘する。 市場では、日銀が 7月末の金融政策決定会合で大規模な金融緩

和策を修正することへの警戒感も根強い。さ らに円売りが広がる可能性は低いとみられ

る。日銀の内田真一副総裁は 7日付の日本経済新聞朝刊のインタ ビューで、長短金利操

作（イールドカーブ・コントロール、YCC）について「バランスをとって判断して いきた

い」とも述べ、YCC修正に含みを持たせた。一部で円売りの手じまいの材料との指摘も出

ている。 

 

2023年 7月 10日  担当 虻川 

日経新聞 



 

 

原油は方向感欠く展開か 

6日のニューヨーク・マーカンタイル取引所（NYMEX）で原油先物相場はほぼ横ばいで終

えた。WTI（ウエスト・テキサス・インターミディエート）で期近の 8月物は前日比

0.01ドル（0.01%）高の 1バレル 71.80ドルで取引を終えた。6日発表の米経済指標が

上振れし、金融引き締めが長期化するとの観測が強まったことが原油相場の重荷だった。

一方、目先の需給引き締まりが意識され、売り一巡後は下げ渋った。 

6月の ADP全米雇用リポートで非農業部門の雇用者数が市場予想を大幅に上回る伸びとな

った。6月の米サプライマネジメント協会（ISM）非製造業景況感指数も市場予想以上に

上昇した。7日発表の 6月の米雇用統計が上振れするとの観測も広がり、米連邦準備理事

会（FRB）がインフレ抑制のための利上げを続けるとの見方が強まった。 

指標を受けて米長期金利が上昇し、米株式市場ではダウ工業株 30種平均の前日比の下げ

幅が一時 500ドルを超えた。投資家がリスク資産の持ち高を手じまう動きが広がり、原油

先物にも売りが出た。 

米株式相場が下げ渋ったこともあり、午後に入ると水準を切り上げた。米エネルギー情報

局（EIA）が 6日に発表した週間の米石油在庫統計でガソリン在庫が市場予想以上に減っ
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た。サウジアラビアやロシアの供給減が需給の引き締まりにつながるとの見方も下値を支

えた。 

ニューヨーク金先物相場は続落した。ニューヨーク商品取引所（COMEX）で取引の中心

である 8月物は前日比 11.7ドル（0.6%）安の 1トロイオンス 1915.4ドルで取引を終

えた。米長期金利が 4%台に上昇し、金利の付かない資産である金先物の投資妙味が薄れ

た。 
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サウジ原油調整金上げ 

サウジアラビア国営石油のサウジアラムコは、8 月積みのアジア向け原油の調整金を 2 カ

月連続で引き上げ る。代表油種の「アラビアンライト」は 7月積みに比べて 1バレルあた

り 0.20 ドル高い 3.20 ドルの割り増し とする。原油価格は足元で上値の重い展開が続い

ているが、サウジやロシアが追加減産を打ち出したこと で今後上昇に向かうとの見方を反

映した。 日本の石油会社がサウジと結ぶ長期契約の価格は、ドバイ原油とオマーン原油の

月間平均価格に油種ごと の調整金を加減して決める。重質の「アラビアンヘビー」と中質

の「ミディアム」も 0.20ドルずつ引き上 げた。 サウジは 3日、7月から実施している日

量 100万バレルの自主減産を 8月も実施すると決めた。ロシアも同 日、8月に同 50万バ

レルを減産すると表明した。サウジと合わせた減産幅の同 150 万バレルは世界需要の約 

1.5%にあたる。市場では「減産で供給が減り原油価格に上昇圧力がかかりやすくなる」と

の声が出てい る。 もっとも、原油需要のけん引役として期待が高かった中国経済の回復は

もたつき、ナフサ（粗製ガソリ ン）価格は弱含んでいる。そのため、ナフサに加工される

割合の高い軽質の「スーパーライト」は 4.35 ド ルと 0.40 ドル引き下げ、同じく軽質の

「エキストラライト」は 2.55ドルに据え置いた。 
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日揮 HD、合成燃料向け触媒を量産 国内 2工場で 

産業プラント大手の日揮ホールディングス（HD）は 7日、2030年までに二酸化炭素

（CO2）と水素からつくる「合成燃料」の生産に使う触媒を量産すると発表した。国内の

2工場で生産し、石油元売りなどに供給する。脱炭素に伴い製造時に CO2が出ない合成燃

料の需要が増すとみて生産体制を整える。 

石油精製などに使う触媒を手がける子会社の日揮触媒化成が生産する。北九州事業所（北

九州市）と新潟事業所（新潟県阿賀野市）に建屋を増設する。生産量や触媒単体の投資額

は非公表。30年までに半導体製造用の材料などの生産も含めて約 200億円を投じる。 

合成燃料は航空機や自動車の燃料に向くとされ、供給にガソリンスタンドなどの既存イン

フラを使える利点もある。ENEOSホールディングスや出光興産が事業化に乗り出してい

る。 
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電気料金、値上げ幅に差 新電力は値決めの要素多く 

Q なぜ電気料金が上がったのですか。 

A 最大の理由は燃料費が上昇したためです。国内の発電量のうち、約 7割は火力発電で

す。原油や天然ガスなどの燃料を調達する費用が大きく膨らむと、価格に転嫁せざるを得

ません。6月からは大手電力会社の「規制料金」が上がりました。 

Q 規制料金とは。 

A 大手電力の基本の料金体系で「従量プラン」といった名前が付いています。「電力の

小売り自由化」により事業者は基本的には料金を自由に決められます。しかし、大手電力

の規制料金は今も政府の認可が必要です。大手電力は使い方次第では規制料金より安くな

る独自プランも提供していますが、規制料金での契約は現在も少なくありません。 

Q 今回は大幅な値上げと聞きました。 

A 6月からの大手電力の値上げ幅は地域により異なります。最も上昇率が大きいのは北

陸電力で、平均的な使用量の世帯で 4590円が 6786円と 48%の値上げとなりました。沖

縄電力も 6494円から 9265円と 43%の上昇です。一方、東京電力ホールディングスは
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6809円から 7690円と 13%増にとどまります。関西電力などは料金を上げませんでし

た。 

 

Q なぜ対応に違いがあるのですか。 

A 発電に必要となる費用が異なるためです。規制料金は主に燃料費や発電設備にかかる

費用に基づき料金を決めます。火力発電の比率が高い電力会社ほど燃料価格の上昇が影響

します。関西電力などは比較的火力発電への依存が小さいため、値上げをしない判断にな

ったとみられます。 

Q 大手以外の新電力も値上げをしているのですか。 

A 新電力でも値上げが目立ちます。首都圏では携帯電話のソフトバンクが展開する「ソ

フトバンクでんき」が 5月に 7827円だった料金を 6月に 8387円と 7%値上げしまし
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た。KDDI系の「auでんき」も 1%の値上げです。一方、東京ガスや「ENEOSでんき」

は 6月に約 4%値下げしました。 

Q なぜ大手とは動向が異なるのでしょうか。 

A 新電力は事業者が自由に料金を決められます。さらに規制料金に比べ料金を決める要

素が多く、事業者の経営戦略や判断による部分が大きいといえます。例えば通信料金との

セット販売などは、電力の小売り事業の費用だけで価格を決めない、といったことも考え

られます。 

 

Q 詳しく教えてください。 
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A 新電力は一般に、発電設備を持つ他の電力会社や、卸売市場を通じて電力を調達し、

家庭などに販売します。燃料高などで大手電力会社が値上げをする環境では電力の調達価

格も膨らみやすいため、値上げにつながります。 

Q 値下げもありますね。 

A 新電力には発電設備を持つ会社もあります。外から買うより安く発電できれば料金を

抑えやすくなります。東京ガスは値下げについて「発電所を保有しているので、電力の卸

売価格に左右されづらい面がある」と説明しています。 

Q 契約する会社を変えるか迷います。 

A 自由化により契約できる会社やプランは非常に多くなっています。多くの世帯では

「会社やプランの変更で料金を下げられることがある」（電気料金比較サイトのエネチェ

ンジ）そうです。世帯での使用量や使い方により、有利な料金プランは変わります。契約

期間の途中で解約すると違約金を払うといった可能性もあります。乗り換え時には契約内

容をよく確認してください。 
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